
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（令和７年12月31日現在）1,687世帯（-5）男1,905人（-11）女1,882人（-5）計3,787人（-16）
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片品保育所クリスマス会開催！
　１２月２５日（木）片品保育所にてクリ
スマス会が開催されました。サンタさんが
登場し、子どもたちは一人ひとりプレゼン
トをもらい、笑顔あふれる楽しいひととき
を過ごしました。
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住民課から確定申告のお知らせ

申告相談について
　（令和７年１月１日から令和７年１２月３１日までに所得のあったもの等）
▼申告相談受付期間
　令和８年２月１６日（月）　～　３月１６日（月）までの平日
　午前中の受付は９時～１１時・午後の受付は１３時～１５時まで
　土曜日の受付については２月２８日・３月１４日　９時～１２時まで
▼申告相談受付会場
　申告は全ての日程を役場２階（第４会議室）で行います。
　※雪道の運転に不安のある方や上記時間内に役場まで来ることが困難な方は、住民課☎（５８）２１１６
　　までご相談ください。
▼申告が必要な方
　令和８年１月１日現在、片品村に居住し前年の状況が次に該当する方です。
　（１）営業、農業、不動産、配当等の所得のあった方
　（２）給与・年金所得者で、他に農業、不動産、配当、雑所得等のあった方
　（３）給与・年金・恩給の方で、各種控除（扶養控除、医療費控除等）の追加等ある方
　（４）病気、失業、学生等で所得が無かった方
▼申告をしなくてもよい方
　（１）スマートフォンやパソコン又は税務署等にてご自身で確定申告をする方 
　（２）年末調整された給与所得のみで、勤務先から役場へ給与支払報告書の提出のある方
▼申告時に持参するもの 
　（１）運転免許証、マイナンバーカード等本人確認ができるもの
　（２）昨年中の所得のわかるもの
　　　①給与所得者は、源泉徴収票または事業主の支払証明書
　　　②年金受給者は源泉徴収票
　　　③事業所得者及び不動産所得者は、収支に関する書類（帳簿、領収書等）
　（３）雑損・医療費・社会保険料・生命保険料・地震保険料寄付金等の控除を受ける方は、証明書、領収書等
　（４）障害者控除の適用を受ける方は、障害者手帳
▼利用者識別番号について
　　片品村役場での確定申告には利用者識別番号が必要になります。過去に取得していただいた方は引き続き同じ番号
　を使用して申告をすることができます。利用者識別番号を取得したことがない方は会場にて取得の手続きをいたしま
　すので、職員にお申し付けください。
▼その他
　　医療費控除に係る医療費の事前積算をお願いいたします。医療費を対象者ごとに医療機関・薬局・介護施設等に分
　けて積算しご来庁いただくと、当日の申告書作成がスムーズに進行いたしますので、できる限りご協力をお願いいた
　します。
　※会場の混雑状況によっては、事前積算をされていない方は会場前ロビーにて積算をお願いすることがあります。
▼問い合わせ先
　住民課　☎（５８）２１１６
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口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の納期は２月２日（月）です！
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新年のごあいさつ
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新年のごあいさつ

議長　髙山悦夫

教育長　萩原明富

あけましておめでとうございます。

村民の皆様におかれましては、ご家族そろって健やかに新春を
迎えられましたこと、心よりお慶び申し上げます。
｠
　昨年は、世界情勢の不安定化や依然として続く紛争、
国内外での自然災害など、心の痛む出来事が多い１年でした。片品村においても、記録
的短時間大雨により土砂災害の危険が高まる状況が生じ、地域防災体制の重要性を改め
て認識する機会となりました。こうした経験を踏まえ、本年は、情報発信の強化や避難
体制の見直しなど、防災・減災の取り組みを一層進めてまいります。｠
　その一方で、村内には明るい話題も多く見られました。「尾瀬かたしなまつり」「地域
スポーツ交流大会」「秋の収穫感謝祭」といった、近年新たに取り組みを始めた行事が大
いに賑わい、地域に活力をもたらしました。これらの催しでは、世代を超えた交流が育
まれ、村民一人ひとりの温かさと結束が感じられました。これらの行事は本年も引き続
き開催し、さらに魅力あるイベントとなるよう工夫を重ねてまいります。｠
　また、デジタル社会の進展により、行政運営や観光、農業などさまざまな分野で新た
な可能性が広がっています。ＳＮＳの活用やデジタル技術の導入は利便性を高める一方
で、課題もありますが、それらを上手に取り入れながら、地域の魅力発信と産業振興に
結びつけていくことが必要です。｠
“ともに創ろう！ふるさと片品”を合言葉に、村民の皆様と心を一つにし、２０２６年が
さらなる前進の年となるよう努めてまいります。本年も変わらぬご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げるとともに、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、
年頭のごあいさつといたします。
　　　　　　

　新年あけましておめでとうございます。　
　片品村議会を代表し、新年のご挨拶を申し上げます。
村民の皆様におかれましては、待望の雪に恵まれた輝かしい新年を
迎えられたこととお慶び申し上げます。
　冬は高齢者にとり、雪かきや屋根の雪下ろしなどが大変な仕事となりますが、
足元には十分注意され、気をつけての冬越しをお願いいたします。
　私事ですが、昨年は片品村議会議長という大役を仰せつかりましたが、皆様の
温かいお力添えにより、新年を迎えることができました。
　本年も相変わらず、ご指導くださいますようお願い申し上げます。
今、世界は、アメリカ大統領の再選に伴う関税強化が貿易摩擦の深刻化となり、
また中東戦争の緊迫化、長期化するロシアウクライナ侵攻、二酸化炭素の排出量増加による気象変動、
自然災害の多発など難問が山積しており、国際的課題となっておりますが、それらの課題が一日も早く
正常化され、世界平和の日が訪れることを切に願います。
　日本においても同じ課題を抱えておりますが、昨年の秋には日本初の女性総理大臣が誕生し、高市新
内閣の発足のもと、揺れ動く国際問題や国内情勢、景気回復対策などの迅速な対応に感謝すると共に、
更なる活躍を期待しております。
　また、片品村においても、人口減少や高齢化社会、後継者問題、物価高騰対策が重要課題となってお
り、村の魅力度向上を目指した住民参加型の村づくり構想が計画されており、「更に住みやすい村づくり」
のために、皆様のご意見をお聞かせいただくことになりました。
　昨年の秋には、村長選挙が行われましたが、村民の時代の現状を考慮した理解と判断により、梅澤村
長の無投票という輝かしい当選が実現いたしました。
　今後も村民の声に耳を傾けながら、人口減少や少子高齢化対策、未来を担う子供たちの教育、観光や
農業の振興、物価高騰など、様々な問題の解決に応えてくれるものと期待します。
　結びとなりますが、梅澤村政の再スタートと共に、２０２６年の片品村が更なる飛躍の年となります
よう、議会も官民一体の村づくり「明るく住みよい村、魅力向上と活力ある村づくり」を積極的に推進
してまいりますので、村民皆様のご協力をお願い申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

村長　梅澤志洋

　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様におかれましては、輝かしい新春を健やかにお迎えになられた
ことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと、猛暑の影響によりトマトや稲などの作物で品質低下
や収量減少が見られ、価格高騰や供給不足を招く状況となりました。今年の夏は、
　高原らしい穏やかな気候となることを願っております。
さて、グローバル化の進展や新型コロナウイルス感染症、国際情勢の不安定化など、
まさに予測困難な時代を迎えております。このような中で、子どもたちが変化を前向きに受けとめ、他
者と協働して課題を解決していく力がますます重要となっています。当村では、教育の指針となる「第
２次片品村教育振興基本計画後期計画」を本年度中に策定し、「楽しく学び　明るく鍛えあい　豊かな
心を育む　片品教育」の一層の充実を図ってまいります。
　また、本年もウォークラリー、スポーツ交流大会、ミニバレーボール大会の開催を予定しております。
スポーツイベントを通して、村民の皆様の体力向上はもちろん、多くの方との交流や懇親が深まる機会
となれば幸いです。「人生 100 年時代」を見据え、長寿社会における生涯学習、生涯スポーツの役割
はますます重要となっております。皆様とともに、より魅力ある企画づくりに取り組んでまいりたいと
考えております。
　今年は、イタリアで冬季オリンピック、北米３か国でサッカーワールドカップが開催されます。スポー
ツの力を通して、国境を越えて平和が広がることを願ってやみません。村内におきましても、本年３月
に第５０回全日本マスターズスキー選手権尾瀬かたしな大会が、ホワイトワールド尾瀬岩鞍および武尊
牧場クロスカントリー特設コースを会場に開催されます。全国から集う選手の皆様に存分に力を発揮し
ていただけるよう、円滑な大会運営に努めてまいります。
　村民の皆様にとりまして、本年が実り多く健やかな一年となりますことを心よりご祈念申し上げ、新
年のご挨拶といたします。
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副村長退任挨拶

広 報 か た し な

ニュース・12 月議会

05 広 報 か た し な

　

去
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催
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。
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す
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す
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令
和
に
な
っ
て
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ま
も
な
く
し

て
新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
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し
、
瞬
く
間
に
全
世
界
へ
感
染
拡

大
し
、
未
曾
有
の
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
に
手
探
り
の
行
政
運
営
と
な
り

ま
し
た
が
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
乗
り
切

る
こ
と
が
で
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ま
し
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こ
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ら
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。

　
「
と
も
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創
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う
！
ふ
る
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片
品
」
の
ス
ロ
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の
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、

村
長
を
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が
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の
実
現
を
目
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し
て
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民
の
皆
様

と
力
を
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わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
経
済
・
財
政
対
策

を
始
め
、
子
育
て
・
教
育
対
策
、

環
境
対
策
、
防
災
対
策
、
地
方
創

生
対
策
な
ど
、
村
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
・
安
定
し
た
暮
ら
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が

で
き
る
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う
、
村
長
の
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役
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し
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取
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で
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い
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ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
副
村
長
と
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て

村
づ
く
り
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
ま
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
を
始
め
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
今
後

も
厳
し
い
も
の
が
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
村
民
が
住

み
続
け
た
い
村
と
し
て
発
展
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
片
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今
後
は
、
一
村
民
と
し
て
片
品

村
の
更
な
る
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と
輝
か
し
い
未

来
を
願
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が
ら
応
援
し
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。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
紙

面
を
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借
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し
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の
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
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て
い
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だ
き
ま
す
。

大
変
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世
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ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
12
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
、
副
村
長
の
職
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
片
品
村
に
奉
職
以

来
、
様
々
な
業
務
に
従
事
し
、
平

成
30
年
１
月
に
は
副
村
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
期

８
年
の
在
任
中
、
大
過
な
く
無
事

に
職
務
を
全
う
で
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ま
し
た
の

も
、
村
民
の
皆
様
並
び
に
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の

皆
様
、
村
長
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め
、
職
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温
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い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お

陰
で
あ
る
と
、
改
め
て
厚
く
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変

更
す
る
協
定

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
村
道
鎌
田
太
田
向
線　

小
川
橋

　

橋
梁
補
修
工
事

　

契
約
金
額　

６
２
１
５
万
円

◎
補
正
予
算

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
及
び

３
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
補
正

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計　
　
　

（
第
４
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
８
３
９
６
万
６
千

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が

４
６
億
９
９
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入
の

増
額
及
び
基
金
繰
入
金
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
総
務
費
、
衛
生
費
及
び
教
育

費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
万
９
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
７

億
５
７
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
財
産
収
入

及
び
繰
入
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
、

保
険
給
付
費
及
び
基
金
積
立
金
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３
万
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
７
億
７

０
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
、
財
産
収
入
及
び
繰
入
金
が
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
及

び
基
金
積
立
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
３
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
７
９
９

８
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰
入
金
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。　

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
「
尾
瀬
か
た
し
な

未
来
構
想
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　　

12
月
３
日
（
水
）
片
品
村
役
場

に
て
、
第
10
回
尾
瀬
か
た
し
な
未

来
構
想
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
は
、
片
品
村
が
進
め

る
総
合
的
な
地
域
活
性
化
の
取
組

で
あ
る
「
尾
瀬
か
た
し
な
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
村
民
と
行
政
、
民
間

事
業
者
、
教
育
機
関
等
が
車
座
に

な
り
「
住
む
」「
働
く
」「
訪
れ
る
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
片
品
村
の
未

来
に
向
け
た
議
論
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
委
員
自

ら
が
主
役
と
な
っ
て
、
地
域
の
活

性
化
や
課
題
解
決
、
魅
力
創
出
に

向
け
た
事
業
を
発
案
し
、
地
域
関

係
者
や
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
取

組
み
を
進
め
る
『
委
員
発
案
型
事

業
』
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
提
案

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意

見
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
委

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
広
く
村
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
提
案

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
片
品
村
の

未
来
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
・
地
方
創

生
推
進
室
）

未来構想委員会の様子

副
村
長
退
任
挨
拶
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群馬県農業経営士等認定証書交付式
金子氏は最前列右から一番目

ニュースニュース

善　

意

寄
贈

一
、
ベ
ン
チ　
　
　
　
　

６
台

　

川
場
村
の
（
株
）
関
工
務
所
（
清

和
会
会
長
・
砂
山
政
志
様
、
代
表

取
締
役
・
関
敏
孝
様
）
か
ら
、
片

品
村
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
昨
年

に
引
き
続
き
ベ
ン
チ
六
台
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
趣
旨
に
添
う
よ
う
村
内
各

施
設
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

民生委員児童委員・主任児童委員（１７名）

　12 月 1 日の一斉改選により、次の方々が新しい民生委員児童委員として厚生労働
大臣より委嘱されました。今後 3年間、村及び地域福祉向上のためにご尽力いただく
ことになりましたので、福祉や児童の問題についてご相談ください。（写真は敬称略）

任期：令和１０年１１月３０日まで　　事務局：保健福祉課　☎（５８）２１１５

民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
ご
紹
介

【副会長】
星野市子

鎌田１組･５組

金子長十郎
菅沼・築地

戸丸喜久枝
鍛治屋・栃久保

登戸

宮田晴美
山崎･栗生
針山

金子紀惠子
下小川･中井

金野貴子
穴沢･上小川

入澤万里子
太田･細工屋

大竹一安
阿村･上而
中里

梅澤八郎
新井･古仲

吉野和子
伊閑町･閑野

萩原深雪
戸倉

須藤育美
鎌田２組

松浦充子
鎌田３組・４組

星野洋子
主任児童委員

【会長】
千明ふさ子
幡谷・摺渕

星野行康
須賀川
御座入

【副会長】
渡辺保広
下平

寄
附

金　

九
二
四
、
五
○
○
円

　

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

（
株
）
群
馬
総
支
社
並
び
に
渋
川

支
社
、
総
勢
８
０
名
の
有
志
か
ら

総
額
９
２
万
４
千
５
百
円
を
片
品

村
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

昨
年
に
引
き
続
き
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
趣
旨
に
添
う
よ
う
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

群
馬
県
農
業
経
営
士
に

金
子
成
徳
氏
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
７
年
11
月
18
日
（
火
）
に

開
催
さ
れ
た
群
馬
県
農
業
経
営
士

等
認
定
証
書
交
付
式
に
て
、
金
子

成
徳
氏
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
農
業
経
営
士
の

認
定
者
は
群
馬
県
全
体
で
９
名
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
の
農
業
を
担

う
限
ら
れ
た
農
家
が
認
定
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
次
世
代
の
農
業
の
担
い
手

を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な

る
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
農
林
建
設
課
）

令
和
７
年
度
納
税
表
彰
式

（
沼
田
税
務
署
）

　

令
和
７
年
11 
月
13 
日
（
木
）
に

利
根
沼
田
振
興
局
庁
舎
１
階
で
開

催
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
納
税
表

彰
式
」
に
お
い
て
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
納
税
表
彰
受
彰
者
】

　

沼
田
税
務
署
長
表
彰

　

萩
原　

保
正　

様

（
群
馬
県
青
色
申
告
会
連
合
会 

理

事
・
沼
田
税
務
署
管
内
青
色
申
告

会
連
合
会 

副
会
長
）

　

納
税
表
彰
と
は
・
・
・
国
税
の

申
告
と
納
税
及
び
租
税
教
育
等
に

関
し
て
、
功
績
顕
著
な
団
体
又
は

個
人
及
び
法
人
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
く
納
税
思
想
の
高
揚

等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

【
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
の
受
賞
者
】

　

沼
田
税
務
関
係
団
体
連
絡
協
議

　

会
長
賞

　

笠
原　

心
桜　

様

　

片
品
中
学
校
３
年
生

　

作
品
名
：「
税
金
を
払
っ
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
」

　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
と
は
・
・
・
将
来
を
担
う
中

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
税
に
関
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
作
文
を
書

く
こ
と
を
通
じ
て
、
税
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
税
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
中
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
の
提
出
数
（
沼

田
署
）

提
出
学
校
数 

12 

校

提
出
作
品
数 

３
４
２ 

編（
住
民
課
）
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人権擁護委員の退任並びに委嘱について

ＥｎＪｏｙ　ＴＩＭＥ〈かたしなっこ通信〉

第５３回片品村子ども会上毛かるた大会開催

　令和７年１１月３０日（日）に、片品中学校格技室において、子ども会の上毛かるた大会が開催されました。
　小学生３９名・中学生１０名が参加し、個人・団体に分かれて熱戦を繰り広げました。
　係員としてご協力いただいた子ども会役員・保護者の皆様につきましても、大変お疲れ様でした。
　結果は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会）

小学生低学年個人：優　勝　狩野　叶多（８区）・準優勝　天田　朝陽（１区）・第３位　石山あおば（４区）
小学生高学年個人：優　勝　千明　未佳（１区）・準優勝　星野　新太（４区）・第３位　星野すず音（１区）
中学生個人　　　：優　勝　戸丸　苺夏（３区）・準優勝　中畑　莉渚（８区）・第３位　沼野　和花（４区）
小学生低学年団体：優　勝　６区Ａチーム（高山　大雅・吉野　　佑・星野　由羽）
　　　　　　　　　準優勝　６区Ｂチーム（梅澤　七生・星野　良太・星野　隼太・髙山　穂香）
　　　　　　　　　第３位　３区Ａチーム（戸丸　桜杏・戸丸　結菜・戸丸　陽愛）
小学生高学年団体：優　勝　３区Ａチーム（星野みい咲・戸丸　虹奈・戸丸　永愛・星野　詩葉）
　　　　　　　　　準優勝　６区Ａチーム（梅澤　亮樹・萩原　結衣・髙山　優羽）
　　　　　　　　　第３位　８区Ｂチーム（築比地柚和・鈴木　萌菜・林　　汐夏）
中学生団体　　　：優　勝　４区Ａチーム（須藤　　撰・星野　椋亮・星野　壮亮）
　　　　　　　　　準優勝　６区Ａチーム（吉野　孝紀・吉野　徳紀・星野斗羽舞・梅澤　吉糸）

「かたしな映画会」が開催されました！
　１２月５日（金）文化センターにおいて「かたしな映画会」が開催さ
れました。
今回上映された作品は『野生の島のロズ』でした。嵐の影響で輸送機か
ら海へ転げ落ち、野生の島で起動した最新型ロボットが愛情の芽生えを
きっかけに運命の冒険へと導かれていく姿を描いた長編アニメ映画です。
　当日は、ボランティアスタッフとして、片品小学校５・６年生の児童
８名の皆さんに、受付やアナウンス、アンケート回収等の運営に、社会
教育委員さんと共に協力していただきました。ご協力いただいた皆様あ
りがとうございました。

令和７年度　人権講演会

　桑原護氏は人権擁護委員として１期（令和４年１０月１日から令和７年１２月３１日）
の永きに渡り活動いただきましたが、この度任期満了により退任となりました。
大変ありがとうございました。
　後任として萩原茂樹氏が法務大臣より、令和８年１月１日から委嘱されました。

（保健福祉課）

　かたしな映画会は、優れた映画を多くの皆様に鑑賞いただくこと、映画文化を絶やさないことを目的として、
毎年映画の日（１２月１日）を基準とし開催しております。
　来年も予定したいと思いますので皆様のご来場をお待ちしております。 （教育委員会）

　１１月２７日（木）片品中学校体育館で「落語で気がつ
くアンコンシャスバイアス」と題し、落語家・桂 三四郎（か
つら さんしろう）さんによる人権講演会が開催されました。
　今年度は、日常生活に潜む無意識な偏見や思い込みを指
す「アンコンシャスバイアス」について、落語を通じて、
笑いを交えながら解説していただきました。
　また後半には落語も披露され、会場では終始笑い声が聞
こえ、参加者は楽しみながら人権問題への意識を高めるこ
とができたと思います。（保健福祉課）

講師　桂三四郎さん

～人権集中学習期間での取り組み～
　１２月８日（月）～１２日（金）を「人権集中学習週間」として、各
学年で様々な学習に取り組みました。
　「人権」について低学年にも理解できるように校長先生からお話してい
ただく人権朝礼から始まり、振り返りカードを使って毎日帰りの会でみ
んなが仲良く過ごせる学校生活について考えました。
　さらに、３年生は点字キットで点字を作成、４年生はアイマスクを使ってブラインドウォークといった体験的
な活動を行いました。高学年は社会福祉協議会と桜花苑の方たちにご協力いただき、５年生が高齢者疑似体験、
６年生が車椅子体験を行いました。
　また、全校児童が「なかよし標語」の作成に取り組み、学級代表に選ばれた標語は児童玄関に掲示してあります。
来校する機会がございましたら、是非ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(片品小学校）

～柔道の授業を行いました！～
　１１月中旬から６回、柔道家の藤井裕子さんにお世話になり、体育の時
間に柔道の授業を行いました。
藤井先生はイギリス代表、ブラジル代表のコーチや監督を歴任された方
で、現在は利根町にお住まいです。
　指導していただいた中学一年生は、今回初めての柔道の学習だったので
すが、藤井先生の指導のおかげで受身や投技、固技など、いろいろな技が
みるみるできるようになりました。生徒たちにとって、「本物」に触れる
大変よい機会となりました。　　　　　　　　　　　　　（片品中学校）

第５３回利根郡子ども会上毛かるた大会開催

　令和７年１２月１３日（土）に、川場村武道
館武道場において、利根郡子ども会上毛かるた
大会が開催されました。
　村の予選会の優勝者と優勝チームの合計１３
人が参加しました。
　中学生の部団体戦において、第４区子ども会
が息の合った取りと粘り強い戦いを見せ、見事
優勝を果たしました。
　今後は、２月１５日 ( 日 ) に群馬アリーナにて
開催される県大会に出場となります。
　その他の結果は右記のとおりです。

小学生高学年個人
　準優勝　千明　未佳（１区）
中学生個人
　準優勝　戸丸　苺夏（３区）
小学生低学年団体
　第３位　６区Ａチーム
　（高山大雅・吉野佑・星野由羽）
小学生高学年団体　　
　準優勝　３区Ａチーム
　（星野みい咲・戸丸虹奈・戸丸永愛・星野詩葉）
中学生団体
　優　勝　４区Ａチーム（須藤撰・星野椋亮・星野壮亮）
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花の駅・片品
「花咲の湯」
☎（20）7111

寄居山温泉
ほっこりの湯

道の駅
尾瀬かたしな

☎（58）4568 ☎（25）4644 ☎(58) 2133

オグナほたか
スキー場

　１２月２５日（木）にオグナほたかスキー場の 2025-26 シーズンがオープンしました。当日はあいにくの天
候でしたがサンタコスイベントが開催されスキー場内はより一層賑やかになりました。また開業 50 年に合わせ
て花の駅、道の駅では当時の写真や使用していたウェアやスキー道具などが展示されいますのでぜひ足をお運び
ください。今後の予定やイベント、ゲレンデコンディションをホームページやSNS等でお知らせいたします。

2026.1片品村振興公社だより No.84
ニュース　 NEWS
オグナほたかスキー場オープン年【オグナ】

お知らせ　Notification
村民キッチン営業カレンダー【道の駅】

ゆず湯＆年末フェア 【花の駅】
　花咲の湯では、１２月から年末フェア
として普段よりも安い価格で注文でき
る生ビール＆ビザのお得フェア、レスト
ランで食事をしながら楽しめるナチュ
ラルガーデンのイルミネーション、さわ
やかな香りで、心身ともにリラックスで
きる冬至のゆず風呂を行いました。

　１２月２１日（日）にしめ縄作り体験
教室とミニ門松作り体験教室を行いま
した。しめ縄は、家内安全や五穀豊穣な
どの願いを込めて作りました。ミニ門松
づくりは、ミニサイズのかわいらしい門
松で、皆さん楽しみながら作っていまし
た。元旦から良い新年を迎えられること
と思います。

しめ縄作り、ミニ門松作り【道の駅】

　２月中は休まず営業いたしますので、皆様のご来館をお待ちしております。また2月6日（金）はフロの日、3月
7日（土）はサウナの日で抽選会を行います。

冬営業について【花の駅】
※道の駅は３月末まで毎週金曜日がお休みとなります

１２月２５日 (木 ) ～３月３１日 (火 ) しゃくなげ ラーメン

しめ縄作り ミニ門松作り

片品村成年後見制度啓発講演会を開催しました！

　１２月８日（月）に役場２階会議室において、「落語で楽しく
学ぶ終活と成年後見制度～後悔しない人生を送るために～」を開
催しました。講師には行政書士の傍ら社会人落語家として活動さ
れている「天神亭きよ美」こと生島清身先生を講師にお招きし、
６７名の皆様にご参加いただきました。
　あの世へ旅立とうとする母の枕元で相続を巡ってもめる兄妹の
姿を雲の上から見ていた母は時を遡り、子供達に「手紙（遺言）」
を残すというストーリー。その手紙を読んだ子供達は母の思いを
知ったことで争いなく、母も安心して旅立つ・・・。いつかは誰
にでも訪れる「死」や「終活」について、落語を通じて楽しく学
びました。

天神亭　きよ美さん

講演会の様子

　講演会では、誰もが避けては通れない人生の最後に向けて「自分らしく生きる」ことを実現できるよう自分の
思いや大切なことを書き記しておく「エンディングノート」や、財産相続のための「遺言」について説明があり
ました。エンディングノートは財産の有無に関わらず、自分のこれまでや将来のこと、家族への思いなどを記し、
さらには家族と話し合っておくことがポイントとの説明がありました。参加者の皆様からは、「家族で相談しよう
と思った」「考えるきっかけになった」との感想が寄せられ、これからのことを考える良いきっかけになったので
はないかと思いました。気持ちは自分の心身の状態や周囲の状況によって変化していくものです。エンディング
ノートは一度書いたら終わりではなく、気持ちが変わったときに書き換えて良い点についても取り組みやすさを
感じました。
　さらに、自分でお金の管理や契約などの手続きが難しくなっ
たときに利用できる「成年後見制度」についても説明がありま
した。将来に備えて事前に支援してくれる人や内容を決めてお
く「任意後見制度」もあります。保健福祉課では成年後見制度
のことや手続き方法などの相談を受け付けております。毎年必
ず来る誕生日や皆が集まるお正月などのタイミングに「将来の
備え」について考えたり話し合ったりしてみませんか？
▼問い合わせ先
　地域包括支援センター　☎（５８）４０２０
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Surrounded by beautiful autumn leaves, there was the Katashina 
Autumn festival at Oze Katashina Michi-no-Eki. It was a Harvest 
Festival where we give thanks to the harvest and the growers, and 
introduce their rich harvest from Katashina to many people. We 
enjoyed Mochi scattering there. A lot of rice cakes were scattered 
from the roof of Michi-no-Eki and we picked them up. It is a 
traditional good-luck custom in Japan. Some people were also 
doing "all-you-can-fit" for vegetables. And many food trucks and 
stalls were selling a variety of foods. One stall gave delicious, 
warming Pork and Vegetable Miso Soup for free. The nice soup 
warmed up my stomach in the cool day. There was a stall which 
served good gibier （wild game meat）. I like eating venison. There 
were activit ies for chi ldren to do too. Such an inflatable 
Gunma-chan bouncy castle they could go inside and play. It was 
very big and all the children had a fantastic time playing inside. 
There was a stage there with various events such as an udon 
eating contest and a Gunma-chan dance for the children. My 
eldest daughter enjoyed dancing with other children and 
Gunma-chan. They all had a lot of fun, it was lovely to see them 
enjoying themselves.

ALT Michael Spibey 通信

　美しい紅葉に包まれながら、道の駅尾瀬かたしなにて秋のお祭りが開催されました。それは収穫感謝祭
として、片品村で収穫された野菜や生産者の方々に感謝をし、その豊かな収穫物をたくさんの人々に紹介
するものでした。私たちは「餅投げ」を楽しみました。たくさんの餅が道の駅の屋根から投げられ、それを拾
いました。餅投げは、幸運を願う日本の伝統的な習慣です。また、野菜の詰め放題をしている人もいました。
キッチンカーや出店もたくさん出ていて、いろいろな食べ物を売っていました。無料の豚汁鍋ふるまいも
ありました。少し肌寒い日だったので、美味しい豚汁でお腹が温まりました。ジビエ（野生の肉）を提供する
出店もありました。私はシカ肉を食べるのが好きです。また、子ども向けのものもありました。ぐんまちゃ
んの姿をした膨張式のドームがあり、その中に入って遊ぶことができました。ステージでは様々なイベン
トが行われており、うどんの早食いコンテストやぐんまちゃんのダンスショーもありました。私の長女も、
他の子どもたちやぐんまちゃんと一緒にダンスを楽しみました。子どもたちはとても楽しんでいて、それ
を見て微笑ましくなりました。
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道の駅にて収穫感謝祭

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー 2月

月 火 水 木 金 土日

　母を亡くし絵を描けなくなった颯斗と底抜けに明るい少女あか
りとの出会い。彼女の天真爛漫さに、なぜか憎まれ口を叩いてし
まう颯斗だった。が、正反対の二人はだんだんとその共通点と最
初の出会いに辿り着く。” いい子の重圧に押しつぶされたあかり”
明るさの裏に隠されたあかりの本当の姿を、颯斗は見つけ出し救
うことができるのか。　

坪井　聖
幻冬舎

なでしこの記憶
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

教育委員会　２月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・第 4回学校運営協議会

☆学校関係
◇片小 
・新入学児童保護者説明会
・６年スキー教室
・読み聞かせ
・全校一斉漢字計算テスト③

　３学期は始まったばかりですが、学校では
新入生を迎える準備が始まっています。全校
テストへの取組を通して、今年度の学習を定
着させていきたいと思います。ご協力をお願
いします。

◇片中 
・全中スキー大会（野沢温泉）  

・授業参観･ＰＴＡ年度末総会等

・公立高校学力検査
・１、２年期末テスト

・生徒総会②

　授業参観・年度末PTA総会、お世話にな
ります。３年生も本格的な受験シーズンに入
りました。全校あげて体調面での管理を図り
たいと思います。ご家庭でもご支援をよろし
くお願いします。

「尾瀬高校だより」
～インドの教職員９名が来校し、
　　　　　　尾瀬高校における環境教育などを視察～
　公益財団法人ユネスコ・アジア文化センターによる「イン
ド教職員招へいプログラム」で来日したインドの教職員９名
が１１月１８日から２日間、本校に来校しました。インドの
先生方は本校の授業を視察されたほか、インド式数学やイン
ドにおける環境保全活動などをテーマに特別授業を実施して
くださいました。中でも、地域の自然環境を知ることをテー
マにした自然環境科３年生と利根小学校４年生との交流授業
や、高性能パソコンとＶＲゴーグルを活用した環境学習、尾
瀬や武尊山の自然環境調査など本校独自の環境教育に関心を
寄せていました。
　実際にインドの先生と接した自然環境科３年の新治仁翔さ
ん（東京都出身で現在はハートフル生として村内に在住）は
次のように話しています。「小学生とインドの先生がいる前
でスライドを用いて自然環境科の目標である『自然を正しく
理解し、他者に伝える』ということを発表しました。発表後、
これを具体的に授業で実践し、行動していることは素晴らし
いとインドの先生が評価してくれました。自分は卒業後、森
林環境に関する大学に進学しますが、将来また地域に戻り、
学んだことを還元したいとも伝えたら誉めてくださり、嬉し
く感じました。」
　他にもインドの先生方は「ホームビジット」として生徒や
職員の自宅、ハートフル生のホストファミリーなど村内外の
一般家庭にも訪問、夕食を共にするなど、生徒を通じて地域

※午後２時００分～５時３０分開室
※土曜、日曜、祝日　　はお休みです。
※予定が変更される場合もありますの
　であらかじめご了承ください。

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

の皆様とも交流
を深めました。
今後も地域とと
もに世界に誇れ
る環境教育に取
り組んでいけた
らと思います。

13日（金）

4日（水）
5日（木）
13日（金）
19日（木）

3日（火）～ 6日（金）

10日（火）
19日（木）･20日（金）

19日（木）･20日（金）
27日（金）

インドの先生方、本校生徒職員との集合写真
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令和８年度　園バス運転手募集について

　地域の魅力をもっと多くの人に届けませんか？ 　「選ばれるお店になるための口コミサイト・ＳＮＳ活用
セミナー」を開催します。 　初心者の方でも安心！Ｇｏｏｇｌｅマップへの登録や口コミ対応、Ｉｎｓｔａ
ｇｒａｍ投稿のポイントなど、今日からできる集客のコツをやさしく解説します。

片品保育所で運行している園バスの運転手を募集します。
▼仕事内容：園バスの運行業務（花咲・土出・戸倉方面の運行になります）
　　　　　　園バスの管理業務（洗車等）
▼勤務時間：行き便→午前７時～午前９時　帰り便→午後４時～午後６時
　※勤務時間についてはおおよその時間になります。乗車する園児に応じて勤務時間に変更があります。
▼運行日　：保育所が開所している平日（土日祝日・年末年始は休み）
▼募集人数：若干名
▼給　　与：1便運行につき、３，０００円
　　　　　　（行き便・帰り便を運行した場合は、１日６，０００円になります）
▼申込期限：令和８年２月１０日（火）
▼申込希望の方は、保健福祉課　☎（５８）２１１５までご連絡ください。

観光関連事業者向けセミナーの開催

【第１回】
▼日　時：令和８年１月２０日（火）午後２時から午後４時３０分まで
▼会　場：群馬県利根沼田振興局庁舎１階１０１会議室
【第２回】
▼日　時：令和８年２月１８日（水）午後２時から午後４時３０分まで
▼会　場：かわば交流ホール（川場ベース内）
▼対　象：利根沼田地域の観光関連事業者
　　　　（宿泊、飲食、観光体験サービス、みやげ品小売など） 
▼定　員：各回３０名程度（先着順）
▼講　師：石島 誉士（いしじま たかし） 氏　  ▼参加費：無料
▼申込締切：開催日の２日前まで　　　　　　▼主　催：群馬県利根沼田行政県税事務所 
▼問い合わせ先
　株式会社ＪＴＢ群馬支店　☎０２７（３１０）３０６０（平日　午前９時３０分から午後５時３０分まで）
　　　　　　　　　　　　詳細は右記ＱＲコードからご覧ください。（※県ホームページへ遷移）

税務署への来署をご検討の方へ
　令和８年１月５日（月）から２月１３日（金）までは、税務署内に確定申告会場はありません。
　申告相談を希望される方は、令和８年２月１６日（月）から３月１６日（月）までの確定申告期間中に確定申告会場
へお越しください。
　確定申告会場への入場には、国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを通じたオンライン事前予約又は確定申告会場で配付し
ている入場整理券が必要です。

｢ひとり親家庭への小学校入学・中学校卒業祝｣について
　小学校入学・中学校卒業のお祝いを希望する、母子・父子・
養育家庭の方は、右記の二次元コードからお申し込みお願いい
たします。なお、入力できない方は下記の担当宛てに連絡くだ
さい。
☆この事業は、歳末たすけあい募金の配分金を活用しておりま
す。
▼問い合わせ先
　片品村社会福祉協議会　☎（５８）４８１２　担当　星野　智子

申込ＱＲコード

　２月１３日（金）以前に所得税・個人消費税・贈与税の申告相談を希望さ
れる場合は、事前に相談日時等を電話予約いただく必要がありますので、予
約なくお越しいただいても対応できません。
▼問い合わせ先
　沼田税務署　個人課税部門　☎（２２）２１３３（ダイヤルイン）

ＱＲコード

　国民年金は、年を取ったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いている世
代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
厚生年金保険加入者またはその加入者に扶養されている配偶者以外の国内に居住する２０歳以上６０歳未満のすべて
の人が加入することが義務付けられています。
２０歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
【国民年金のポイント】
★将来の大きな支えになります！
　国民年金は２０歳～６０歳までの方が加入し、国民年金保険料を納める制度です。
　国が責任を持って運営するため安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
★老後のためだけのものではありません！
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で
一定程度以上の障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により
生計を維持されていた遺族（「配偶者」や「子」）が受け取れます。
【「免除（全額免除・一部免除）制度」・「納付猶予制度」・「学生納付特例制度」】
　収入等が少なく国民年金保険料の支払いが厳しい場合や学生の場合は免除や納付猶予の制度があります。
◆免除（全額・一部）
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業等の理由がある場合、国民年金保険料の
納付が全額免除または一部免除される制度です。
◆納付猶予制度
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が猶予され
る制度です。
◆学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
　これらの制度を希望される方は申請が必要ですので、役場住民課国民年金係または年金事務所にご相談ください。
▼問い合わせ先
　住民課国民年金係　☎（５８）２１１６　渋川年金事務所国民年金課　☎０２７９（２２）１６０７

年金だより

職業訓練（ハロトレ）説明会
　ハローワークでは職業訓練に興味がある方を対象に毎月職業訓練説明会を開催しています。
　無料で職業訓練が受講でき、支給要件を満たせば、月１０万円の生活支援の給付金を受給できます。ハローワー
ク窓口まで、お気軽にお問い合わせください。
　ラインで職業訓練のほか、面接会やセミナーなどの情報も配信中です。
　ぜひお友達登録もお願いします。
▼説明会日程：・１月２０日 (火 )・２月１７日 (火 )・３月１７日 (火 )
▼時　　　間：午後２時～４時
▼場　　　所：ハローワーク沼田　会議室
▼問い合わせ先：ハローワーク沼田　☎（２２）８６０９

・入校資格：中卒以上　年齢制限なし。（中高年齢者、定年退職者も可）
・木造建築科
・修了期間：３年（毎週土曜日　月４回の授業）
・終了後の特典：終了時の技能照査試験に合格すると技能士補となり二級技能検定の学科試験免除
〈諸費用〉　
入校金：１３,０００円（一時金）
訓練費：３６,０００円（年間）
事業主会費：１２,０００円（年間）
教科書代：１０,０００円（３年間）
実習教材費：２０,０００円（年間）
給食費：２８,０００円（年間）

・申込期日：常時
・申込先　：利根沼田地区高等職業訓練校
　　　　　　住所　沼田市栄町１２３－１　☎（２２）４９０４
・受付時間：毎週（火）・（木）の午前８時～１２時まで

毎週（土）の午前８時～午後４時まで

２０歳になったら国民年金

利根沼田地区高等職業訓練校　令和８年度　訓練生募集

ＱＲコード
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２月健康カレンダー
    3 日（火）親子歯科クリニック・はにっこくらぶ・妊婦歯科検診

＜対象＞妊　婦：出産予定日が3月以降
　　　　２　歳：令和5年 9月～12月生まれの児と親
　　　　２歳半：令和5年 3月～  6 月生まれの児
　           　　　（対象者には通知を送付します。）

◎予定が変更されることもあります。ご了承ください。

食育だより

おぜっ子食堂

～七草粥について～

　皆さんは、１月７日に七草粥を食べましたか。今回は、七草粥に
ついて紹介します。
●１月７日はどんな日？
　１月７日は【人日（じんじつ）】の節句であり、五節句の一つです。｠
●七草粥を食べる理由
　七草粥には諸説ありますが、１月７日の朝に「春の七草」が入った
お粥を食べて、１年間の無病息災を願ったり、お正月に餅やごちそう
をたくさん食べ、疲れている胃腸を休ませるためと言われています。｠
　春の七草はイラストで示したものです。なかには、雑草扱いされ
るものもありますが、実はこのように昔から食べられていました。
　今年食べる機会を逃してしまった方は、ぜひ来年は召し上がってみ
てはいかがでしょうか。

ひだまりカフェ　
はつらつ体操教室

ベイビーサロン

１.１８歳未満又は６５歳以上の方や、定められた軽易な業務に従事する方等については、特定（産業別）最低賃金　
　 の適用から除外されます。
２. 最低賃金の対象となる賃金には、臨時又は１か月を超える期間ごとに支払われる賃金、時間外・休日・深夜労働
   の割増賃金、精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は算入されません。
３. 精神又は身体の障害により著しく労働能力の低い方等については、使用者が労働局長の許可を受けた時は、労働
　 能力その他の事情を考慮して減額した額により最低賃金が適用されます。
４. 派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されます。
※ 詳しくは、群馬労働局労働基準部賃金室　☎０２７（８９６）４７３７又は県内の最寄りの労働基準監督署へお
　 問い合わせください。群馬労働局ＵＲＬ：https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/home.html
　 賃金引上げを支援する各種助成金もご活用ください。

群馬県最低賃金 （地域別最低賃金）

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】

【一般機械器具製造業最低賃金】

【電気機械器具製造業最低賃金】

【輸送用機械器具製造業最低賃金】

特定最低賃金

時間額　1,063円

時間額　1,131円

時間額　1,120円

時間額　1,120円

時間額　1,120円

発効日　令和８年３月１日

発効日　令和８年１月１日

確認しよう、最低賃金！

～冬のお風呂は要注意！ヒートショックを防ごう～ほけんだより

▼ヒートショックを防ぐには、次のような工夫が大切です。
○急激な血圧の変動を防ぐため、お風呂を沸かすときに暖房器具などを使い脱衣所や浴室内を暖めておきま　　
　しょう。浴室に暖房設備がない場合は、「湯を浴槽に入れるときにシャワーから給湯する」、「浴槽の湯が　
　沸いたところで、十分にかき混ぜて蒸気を立て、ふたを外しておく」など、できるだけ浴室内を暖め、寒暖
　差が少なくなるように工夫しておきましょう。
○かけ湯をして身体を慣らす
○浴槽にはぬるめのお湯でゆっくり入る
○浴槽から急に立ち上がらない
○食後すぐ・飲酒後の入浴は避ける
○トイレや廊下なども寒すぎないようにする
○入浴前後の水分補給を忘れない
○入浴中に体調の悪化などの異変があった場合は、家族などの
　同居者に早く発見してもらうことが重要です。そのためにも入
　浴前に家族にひと声かけてから入浴するようにしましょう。
▼家族や周囲の方への注意点
　入浴中に異変がないか、日ごろから気をつけましょう。家族や周囲の方は、次のような場合はためらわず声をかけ
てください。
・いつもよりお風呂の時間が長い・浴室から全く物音がしない・突然大きな音がした
　一人暮らしの方も、携帯電話を近くに置くなど、万一の場合にすぐ連絡できる工夫をしておくと安心です。
▼緊急時の対応
　ぐったりしている、意識がない等の場合は、ためらわずすぐに救急車を呼んでください。
　ヒートショックは予防が大切です。お風呂や家の中の温度差に気をつけ、家族や自分の安全を守る習慣を身につけ
て、元気に冬を過ごしましょう。　

　帯状疱疹とは、子どものころにかかった水ぼうそうのウイルスが原因で起こる病気です。水ぼうそうが治ったあとも
ウイルスは体の中に潜んでおり、加齢や疲れ、免疫力の低下をきっかけに再び活性化します。体の左右どちらか一方に、
強い痛みを伴う発疹や水ぶくれが現れるのが特徴です。帯状疱疹の痛みは主に皮膚や神経が炎症を起こして生じる痛
みですが、帯状疱疹後神経痛（ＰＨＮ）は皮疹が治った後に起こり、神経自体への障害によって生じる痛みと考えら
れています。加齢とともに帯状疱疹後神経痛（ＰＨＮ）移行率は高まると言われ５０歳を過ぎると注意が必要です。
　帯状疱疹を防ぐうえで、最も大切なのは免疫力を落とさない生活を心がけることです。
・十分な睡眠をとること、・栄養バランスのよい食事を心がけること、・適度に体を動かすこと、
・疲れやストレスをため込まないこと　　　などが、帯状疱疹の予防につながります。
　そのうえで、予防接種は発症や合併症、重症化のリスクを下げるための有効な手段の一つです。合併症の一つで
ある、帯状疱疹後神経痛（ＰＨＮ）に対するワクチンの効果は、接種後 3 年時点で、生ワクチンは６割程度、組換え
ワクチンは９割以上と報告されています。

 12日（木）

 17日（火）

　寒い冬は、暖かいお風呂と冷えた脱衣所などの温度差によって、血圧が急に変化することがあります。これ
を「ヒートショック」といい、脳卒中や心筋梗塞、転倒などのリスクを高めます。特に高齢者や心臓・血圧に不
安のある方は注意が必要です。
　日本では、入浴中や浴室での事故によって亡くなる高齢の方の数が交通事故で亡くなる高齢の方の約３倍と
も言われ、その多くはヒートショックが関係していると考えられています。

～帯状疱疹を防ぎましょう～

予防接種のご案内　
○今年度の定期対象者（年度年齢６５､７０､７５､８０､８５､９０､９５歳および１００歳以上）　
　令和８年３月３１日までに接種を完了してください。（不活化ワクチンを希望する場合は１回目を１月中に接種
　する必要があります。）
　それ以降に接種をする場合は、片品村任意予防接種の申請が必要になります。
○定期対象に該当しない者
　定期に該当しない方には片品村任意予防接種として費用助成事業を実施しています。

※費用助成が受けられるのは定期・任意合わせて1度きりです。
　定期の予診票を紛失した方、費用助成を受けたい方は健康管理センター
　☎（５８）２１１８までお問い合わせください。

（保健福祉課）

▼開催日　　　　　　
　１月２４日（土）
▼場所
　尾瀬じどうかん
▼時間
　正午から午後２時まで
※どなたでも、お気軽にお出かけください。
　ボランティアスタッフも募集しております。
▼問い合わせ先
　ほしの　☎０８０（３４１８）８９５４

▼参加費
　・小２まで無料　
　・小３から高校まで１００円
　・大人２００円

（保健福祉課）

～運動で心筋梗塞、心不全予防～
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利根沼田新ごみ処理施設整備に係る生活環境影響調査報告書の縦覧について

　利根沼田新ごみ処理施設整備に係る生活環境影響調査報告書がまとまりましたので、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律（第９条の３第２項）に基づき、縦覧を行います。報告書についてご意見のある方（利害関係者）
は、意見書を提出することができます。

　　償却資産を所有している方は、資産が所在する市町村に償却資産の申告をしていただく必要があります。

■償却資産とは ■償却資産の例
Ｑ　償却資産の対象になるものは何ですか？
Ａ　会社や個人が事業のために所有している
　　構築物、機械、器具、備品などの資産です。

　会社や個人で工場や商店などを経営している方や、駐
車場やアパートなどを貸し付けている人が、その事業の
ために用いている建物附属設備、構築物、機械、工具・器
具・備品などの固定資産を償却資産といい、土地・家屋
と同じように固定資産税が課税されます。

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

▼問い合わせ先
　住民課　固定資産税担当　☎（５８）２１１６

土地

償却資産の対象となるもの（例）

・厨房設備
・レジスター
・カラオケセット
・冷蔵庫　など

・ブルドーザー
・ポンプ
・ポータブル発動機
・パワーショベル　など

・オイルチェンジャー
・洗車機
・ガソリン計量器
・照明設備　など

固定資産税の対象

償却資産

※自動車等は除外

建設業飲食店飲食店

ガソリンスタンド

Ｑ　償却資産ってなんですか？
Ａ　償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産です。

○令和８年１月１日現在資産を所有している方は、
　令和８年２月２日（月）までに提出をお願いします。

家屋

事業用資産

【縦　覧　期　間】：令和８年１月２０日（火）から２月１９日（木）まで
　　　　　　　　　午前８時半～正午、午後１時～５時１５分（※土日祝日を除く）
【縦　覧　場　所】：（1）利根沼田広域市町村圏振興整備組合
　　　　　　　　　　　一般廃棄物処理推進室（利根沼田文化会館２階）
　　　　　　　　　（2）利根沼田広域市町村圏振興整備組合ホームページ
【縦　覧　方　法】：縦覧申込書に必要事項を記入の上、一般廃棄物処理推進室へ提出してください。
【意見書提出方法】：必要事項を記入の上、一般廃棄物処理推進室へ提出してください。
　　　　　　　　　（1）郵送・持参 〒378-0051　沼田市上原町1801番地2一般廃棄物処理推進室
　　　　　　　　　（2）FAX０２７８（２２）３２０３
　　　　　　　　　（3）電子メール gomikouikika@mail.oze.or.jp｠
【意見書提出期限】：令和８年１月２０日（火）から３月５日（木）まで
　　　　　　　　　　※持参の場合、午前８時半～正午、午後１時～５時１５分（※土日祝日を除く）
　　　　　　　　　　※郵送の場合、３月５日必着
【意見書の取扱い】：提出されたご意見については組合の考え方をまとめ、組合のホームページで公表しま
　　　　　　　　　す。意見書を提出された方の個人情報等は公表しません。また、提出された意見書に
　　　　　　　　　対しての個別の回答はいたしません。
【そ　　の　　他】 ：詳しくは組合ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　https://oze.or.jp/suisinsitu/
▼問い合わせ先
　利根沼田広域市町村圏振興整備組合　一般廃棄物処理推進室　☎（２２）３２０２｠
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